
     
阿部、野本、飯田、上田、生沼、小川、梶川、菅野、小島、小山、新嵜、高瀬、高橋、田中（浩）、

田中（正）、田中（憲）、鳥海、野島、萩原、八木、川島、鈴木 

平成 29年 8 月 28 日（月） 

ＮＰＯ法人そばネット埼玉事務所 

第 140 回 理事会議事次第（議事結果） 

１ 議事録署名人の選任 

  飯田、野島 

２ 報告事項 

① 会員数の状況 

団体会員 44、個人会員 151（会費納入済み者）、賛助会員 6 

② 来年 6 月の 4 支部交流大会の予定講師の岡本氏に依頼したが不調に終わっ

た。再度検討する。 

③ 理状況 

 

３ 議事 

① シニア大会の実施について 

9 日午前準備、午後アカデミー（別添 1）2ページ 

10 日シニア達人大会（別添 2）3ページ 

別添 1,2 のとおり承認された。 

② 東日本支部会員そば打ち交流大会について 

（別添 3）12 月 17 日（日））前日地方審査員研修会開催予定）4ページ 

別添 3のとおり承認された。 

 

③ 役員選出方法検討委員会委員立候補者受付について 

（別添 4）9ページ 

別添 4のとおり承認された。 

④ 彩の国いきいきフェスティバルへの出店について  

平成 29 年 10 月 22 日（日） 

埼玉県県民活動総合センター 

例年のとおり出店することとし、さいたま蕎麦打ち倶楽部、分桜流・彩次郎蕎麦打

ち会、ＮＰＯ法人熊谷そば打ち会、杉戸麺打愛好会小川道場がスタッフを派遣する。 

⑤ 「本格！そば打ち講座」開催協力について 

主催：公益財団法人いきいき埼玉 
平成 29 年 11 月 24 日（金）、12 月 1 日、（金）12 月 22 日（金） 
埼玉県県民活動総合センター 
昨年度同様 さいたま蕎麦打ち倶楽部、分桜流・彩次郎蕎麦打ち会、ＮＰ
Ｏ法人熊谷そば打ち会、杉戸麺打愛好会小川道場がスタッフを派遣する。 
 

⑥ その他 
 
     次回理事会  9 月 25 日（月）18：00 から  
             





別添2

2017/8/23作成

総合調整 3 阿部（さ）、野本（分）、小川（杉） 3

受  付
名簿・ゼッケン配
布等

4 上田、鳥海（さ）、高橋、八木（熊） 4

開会式
進行、あいさつ、
受験者への説明

2 阿部 、鳥海（さ） 0

材料準備
そば粉・中力粉・
打粉・水の配布、
回収等

16

石川（小）、小島（杉）、中島（熊）、秋葉（久）、中原（那）、小
森、大塚、小林（と）、宮永、鈴木（彩）、大塚（古）、伊藤（東）、
萩原（常）、岸（所）、飯田（つ）、畠山、橋本（下）、岡野（圏）、
佐藤（個）、

19

会場整理

会場整理・道具及
び下回りの清掃、
手洗い水の交換
等

21

谷嶋、川鍋（元）、中島（杉）、岡田、鯨井（熊）、福田（せ）、印
南（那）、齊藤、宮川、柴田、池田（と）、穐山、岡島（彩）、堀井
（東）、叶、土谷（所）、矢島（蕎深）、細渕（つ）、塚田、阿部
（下）、樋口（圏）、梅山、本田、望月、永幡、五十嵐、松井、針
谷、永幡（個）

28

緊急時対応

緊急時の関係機
関への連絡、急
病人、防犯、ス
タッフの休憩対応
等

2 田中浩（さ）、生沼（せ） 2

計  時
審査時間の管
理、開始・終了の
合図

6
梶川（分）、髙花（さ）、奥村（熊）、内藤（杉）、吉田（彩）、北山
（小）

6

出場者紹介
プロフィールの
読み上げ

2 赤石（個）、高鳥（せ） 2

成績集計
成績の集計・成績
表・認定証の作成
等

2 野島 、鳥海（さ） 1

閉会式
進行、成績発表、
表彰等

2 阿部 、鳥海（さ） 0

認定料受領

認定料受領と引
き換えに認定証
交付、ゼッケン回
収

4 上田、鳥海（さ）、高橋、八木（熊） 0

記  録 写真撮影 1 鈴木（せ） 1

スタッフ昼食 15 野本 、渡部、野川、須加、小島、田村、和田、加藤、松本（分） 8

審査員 4 山本、永山、寺西、内藤、阿部 4

計 84 78

※　太字　キャップ　　太字斜体は兼務
※　スタッフ集合時間　　7：50
※　スタッフ割り振りは変更になることがあります。当日貼り出す表を参照ください。

※　欠席・変更等は速やかに連絡ください。（阿部　090-5397-7950、上田　090-2224-8541）

第1回全日本シニアそば打ち達人大会役割分担

実
人
員

（上）上尾手打ちそば研究会、（い）いるま手打ち蕎麦倶楽部、（浦）浦和そば研究会、（小山）小山手
打ちそばの会、（蕎深）蕎深会、（清）清原手打ちそばの会、（久）久喜そば打ち倶楽部、（熊）ＮＰＯ法
人熊谷そば打ち会、（圏）圏央手打ちそばクラブ、（古）古河手打ち蕎麦の会、（小原）小原田そば同
好会、（こ）こもれび蕎麦の会、（埼）埼葛麺打愛好会、（彩）彩蕎一門会、（埼西）埼玉西部蕎麦打ち
倶楽部連合会、（さ）さいたま蕎麦打ち倶楽部、（下）下野そばの会、（16）16そばの会、（松）松愛会そ
ば打ち倶楽部、（信）信州峰の蕎麦会、（杉）杉戸麺打ち愛好会小川道場、（せ）せいち庵そば打ち倶
楽部、（雲）蕎麦打ち塾　雲水、（和）そば打ち道場和楽、（彩庵）そば塾彩蕎庵、（元）そば塾　元右ｴ
門、（野田）蕎麦道楽　野田弐八会、（み）蕎麦の会「みかど」、（達）達磨工房秋そば倶楽部、（秩）秩
父そば打ち倶楽部　蕎楽館、（つ）つくば蕎麦愛好会、（土）土浦蕎麦同好会、（恒）秩父　恒持庵、
（東）東武そば打ち同好会、（所）所沢蕎麦打ち会、（常）常路麺打ち愛好会、（と）とちぎ蕎和会、（那）
那須手打ち蕎麦倶楽部、（日）日光落合手打ちそばの会、（野木）野木手打ち蕎麦愛好会、（美）美食
そば打ち会、（北）北彩そばの会、（森）(有)森ファームサービス、（分）分桜流・彩次郎蕎麦打ち会、

※　スタッフは、スタッフジャンパーの着用が望ましいのですが、まだ、季節的に暑いかもしれま
せんので状況に応じて判断していただきますが、材料準備、会場整理係はそば打ち用の帽子・前掛
けを持参してください

※　昼食はスタッフが打った「天盛りそば」をご賞味ください。

内     容分 担 人員 9月10日（日）
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別添 3 

第 9 回（一社）全麺協東日本支部会員そば打ち交流埼玉大会 

開催要項 

1 主旨 

  （一社）全麺協東日本支部は、支部内会員の親善・交流を活発化し、日本の伝統

食文化である“手打ちそば”の普及・啓発、さらには、そばによる地域振興を促進

し、もって、(一社)全麺協が目指す、日本のそば食文化の一層の向上に寄与するた

め、9 回目となる会員団体による素人そば打ち交流大会を開催します。 

   

2 主催 

一般社団法人全麺協東日本支部 

 

3 主管 

  ＮＰＯ法人そばネット埼玉 

 

4 後援 

  一般社団法人全麺協 

 

5 開催日時 

  平成 29 年 12 月 17 日（日） 

 

6 開催場所 

  埼玉県県民活動総合センター（別紙 1 案内図参照） 
〒362-0812 埼玉県北足立郡伊奈町内宿台 6-26 

 

7 交流大会の概要とチーム編成 

① 組と課題（制限時間 1・2 組は 40 分、3 組は 45 分） 

1 組目 二八そば（1ｋ） 

2 組目 10 割そば（1.5ｋ）（湯練不可） 

3 組目 更科（中力粉 2 割）（1ｋ）（湯練り可） 

※ 材料は主催者が用意したものを使用する。 

② チーム編成 

課題ごとに 3 人の出場者を決める。（重複は認めない。） 

 

8 出場資格 

東日本支部会員が編成するチームとする。ただし、同一会員内から複数のチーム

も可とするが、応募者多数の場合は 1 チームに限ることもあります。1 チームにな

った場合、出場者を変更することは認めます。 

※ 各出場者は全麺協会員に所属しており、全麺協素人そば打ち段位認定

制度基本要綱第 3 条の「素人の定義」に違反してない者とする。 

  なお、全麺協素人そば打ち段位認定の有無は問いません。 
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9 出場募集枠 

  12 チーム（1 チーム 3 人） 

  申込者数が枠を超えた場合は、主催者の選考で決定させていただきます。 

 

10 審査基準 

   審査員が課題ごとに採点し、出場者 3 人の合計点数により順位を決定します。 

なお、審査基準は「（一社）全麺協素人そば打ち段位認定大会審査基準規程」

を参考とさせていただきます。 

 

11 表彰 

   優勝、準優勝、3 位までを表彰します。 

   優勝チームに「全麺協東日本支部長杯」を貸与します。（持ち回り） 

   上記のほかに主催者・主管者からの副賞も用意しております。 

    

12 出場料 

   1 チーム 26,000 円 

 

13 申し込み方法 

   別紙「第 9 回全麺協東日本支部会員そば打ち交流埼玉大会出場申込書」に必要

事項を記入の上、郵送・FAX・E-mail で申し込みください。 

     

 14 出場料の納付 

出場料については、出場が決定した団体に、納入期日・納入方法について主

管であるＮＰＯ法人そばネット埼玉から通知します。 

    

15 申込み期限及び申込書提出先 

   平成 29 年 10 月 10 日（火）必着 

① 郵送先：〒330-0843 さいたま市大宮区吉敷町 4-261-5 

    ＮＰＯ法人そばネット埼玉内 東日本支部会員そば打ち交流埼玉大会事務

局あて 

② FAX：048-885-7757 

③ E-mail：zenmenhigashi@gmail.com  

 

16 出場の可否の通知 

   10 月下旬頃に全申込者に郵送またはメールで通知します。 

   

17 その他 

  この大会は、段位認定大会ではなく親善と交流を目的とすることもあり、下記の

内容で実施を予定しています。 

① 前夜祭（交流会）の開催について 

大会日の前日 12 月 16 日（土）18：00 から出場者を含めて支部会員による交
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流会を開催しますので、出場されない会員の方も参加をお願いします。（交流

会費は 4,000 円を予定していますが、詳細は別途通知します。） 

 

② 大会で使用する道具について 

最近の段位大会では、木鉢、ふるいの持ち込みは原則禁止されていますが、

延し台、生舟、手洗い（主催者が用意）以外のそば打ち道具の持ち込みは可

とします。（もちろん、希望者に木鉢、ふるいの貸与もします。） 

例：木鉢、木鉢台も可 

※ 湯練のための火器、電気機器の持ち込みはできません。 

 

③ 応援・見学について 

大会出場団体以外の方の応援・見学・交流会参加者を歓迎します。 

 

④ 大会の進行・交流会・宿泊についての詳細は別途通知します。 

 

 

問合せ先 

一般社団法人全麺協東日本支部 

事務局長 野 島 靖 夫 

   ℡090-1705-2699 

   E-mail :zenmenhigashi@gmail.com 
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会場案内図 

 

会場案内図（有料駐車場あります。） 

埼玉県県民活動総合センター 

〒362-0812 埼玉県北足立郡伊奈町内宿台 6-26 

代表  048-728-7111 / FAX  048-728-7130 

 
交通機関利用 

· 大宮駅から埼玉新都市交通ニューシャトル（内宿（うちじゅく）行き）で、内宿
駅まで約 25 分、 内宿駅から無料送迎バスで３分。または徒歩約 15 分。 

· JR 宇都宮線蓮田駅下車（西口）、朝日バス(PDF：74KB)(丸谷行きまたは八幡神
社行き、または菖蒲車庫行き)で、約 20 分。上平野バス停下車、徒歩 12 分。 

· 平成２３年９月１日から「蓮田駅西口－県民活動総合センター」の路線バスが運
行開始となりました。運行路線、運行ダイヤにつきましては、丸建自動車㈱ホー
ムページでご確認のうえ、ご利用ください。  

無料送迎バスについて 
· 無料送迎バスはセンターと内宿駅の循環運行です。詳細は時刻表にてご確認くだ
さい。 

車利用 
◎ 国道 17 号「久保」交差点(上尾市内)を伊奈方面に約 3.8km、「伊奈学園前」(伊
奈町内)交差点を左折し約 0.9km、「県活センター前」交差点を通過し、右側 

◎ 国道 122 号「根金」交差点(蓮田市内)を伊奈方面に約 2.5km、「伊奈学園前」(伊
奈町内)交差点を右折し約 0.9km、「県活センター前」交差点を通過し、右側 
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別紙 

第 9 回（一社）全麺協東日本支部会員そば打ち交流埼玉大会 

出場申込書 

会 員 名 
フリガナ 

 

出場チーム名（※1） 

フリガナ 

 

代 表 者 名 
 

出場者（※ 2） 

課題 出場者氏名  

二八   

生粉   

さらしな   

連 絡 先 

担当者名  

TEL  

FAX  

携帯  

E-mail  

前泊・交流会の予定 

（どちらかに○） 

（※3） 

12 月 16 日（土）18：00 からの交流会（前夜祭）に 

1 参加（  人）  2 不参加 

12 月 16 日（土）主催者が確保する宿泊所に 

1 泊まる予定（  人）   2 泊まらない 

その他連絡事項 

（※4） 

 

 

 

 

※1 出場チーム名は、１会員で複数チームを編成する場合に付してください。ただ

し、大会の主旨が会員団体の対抗戦であり、会員名称を入れたチーム名にしてく

ださい。 

※2 出場決定後、出場者を変更する場合は大会事務局の承認が必要です。 

※3 大会出場者には、別途詳細を通知しますが、意向だけ伺います。 

※4 特記事項があれば記入してください。。 



別添 4 

平成 29年 9月 1日 

 

ＮＰＯ法人そばネット埼玉評議員 各位 

（団体正会員代表者） 

 

NPO法人そばネット埼玉 

代表理事 阿 部 成 男 

 

役員選出方法検討委員会委員立候補届受付開始について 

 

日ごろ、弊法人の事業運営に格別のご支援とご協力を賜り深く感謝申し上げます。 

標記の件については、第 139回理事会（2017.7.31）議事録抄に掲載されているとおり（Ｈ

Ｐ参照）9月 1日から 2週間受付することとしております。 

 つきましては、別添「役員選出方法検討委員会(仮称)の設置の必要性について」及び「役

員選出方法検討委員会設置要領」を参照いただき、検討委員として協力いただける方は、

下記にご留意いただき、ご回答くださるようお願いします。 

 

記 

 

1 立候補届け出期間 9月 1日から 14日まで 

2 届 け 出 内 容 別紙様式のとおり（ただし、立候補できるのは評議員である団体正

会員代表者とし、代理は認められません。） 

3 届 け 出 方 法 別紙様式に記載の上、下記メール又はＦＡＸとする。 

4 結 果 の 公 表 9 月 25 日開催の理事会で決定後、速やかに全会員にメールで通知

するとともにホームページに掲載する。 

5 会 議 開 催 回 数 2回程度を予定しているが必要に応じて3回以上になることもある。 

6 会 議 開 催 会 場 ＮＰＯ法人そばネット埼玉事務所（さいたま市） 

7 会 議 開 催 曜 日 土・日は各団体の事業が多く、平日になる可能性が高い。 

8 交 通 費 等 「特定非営利法人ＮＰＯ法人そばネット埼玉旅費規程」に基づき、

交通費実費と日当（2,000 円）を支給する。 

問合せ先 

NPO法人そばネット埼玉 

理事・事務局長 上 田 秀 雄 

TEL 090-2224-8541 

FAX  048-212-1203 

E-mail:nposobanet@gmail.com 



別紙様式 

ＮＰＯ法人そばネット埼玉 

役員選出方法検討委員会委員立補届 

 

ＮＰＯ法人そばネット埼玉事務局長 様 

 

私は、ＮＰＯ法人そばネット埼玉役員選出方法検討委員会設置要領 2の規定に基づく評議

員選出の委員として下記の通り届けます。 

 

届け出年月日 年  月   日 

団体正会員名  

評議員氏名  

連

絡

先 

携帯電話  

電話・ＦＡＸ  

メールアドレ

ス（PC） 
 

住所 
〒 

 

 



別添  

平成 29 年 6 月 24 日理事会議決  

 

ＮＰＯ法人そばネット埼玉  

役員選出方法検討委員会設置要領  

 

1 目的  

ＮＰＯ法人そばネット埼玉役員選出について、会員に開かれた選出方法を

検討するため、理事会の議決により「役員選出方法検討委員会（以下「委

員会」という。）を設置する。（必要性の詳細は別紙のとおり。）  

 

2 委員の選出  

委員は、理事から５名、評議員から５名で構成する。  

理事委員は、理事会で決定し、評議員は立候補者を募り、定数を超えた場

合は抽選とする。  

 

3 委員会  

委員会の議長は理事から、副議長は評議員から選出する。  

 

4 委員会の開催  

委員会は議長が招集する。  

 

5 委員会の議決  

委員会は役員選出方法を検討し、その結果を理事会に報告する。  

なお、議決については、極力、多数決を避け全会一致を原則とする。  

 

6 理事会での議決  

理事会は、委員会から報告された検討結果について、協議し、役員選出補

法についての方針を定める。  

 

  



別紙  

NPO 法人そばネット埼玉  

役員選出方法検討委員会 (仮称 )の設置の必要性について  

 

（主旨）  

 さいたま蕎麦打ち倶楽部、分桜流・彩次郎蕎麦打ち会、熊谷そば打ち愛好会

（現 NPO 法人熊谷そば打ち会）は、日本の伝統食文化である「手打そば」の

継承・発展を目的として、埼玉県内に数多く存在する「手打ちそば愛好団体」

と情報を共有し、必要に応じて協同するための組織として、平成 17 年 10 月

に「NPO 法人そばネット埼玉」を設立した。  

 当然、役員（理事・監事）は設立 3 団体から選出された。  

 その後、会員は順調に増加し、平成 29 年 5 月末現在で、団体正会員 44、個

人正会員 186 となり、団体正会員の地域分布は埼玉 24、栃木 9、茨城 6、千葉

2、福島 1、長野 1、神奈川 1、と埼玉県外団体が半数近くの 20 団体となって

おり、正しく広域連合体といえる。  

 埼玉県内の連合体を目指して活動をして、期せずして広域連合となったこと

ではあるが、NPO 法人そばネット埼玉の設立の趣旨、事業活動に賛同して埼

玉県外からの会員が増加してきたことは当法人にとって有益であり、これから

の事業運営は多くの会員とともに協同していくことが求められる。  

 そのため、団体正会員を評議員と位置づけて、最低年 1 回は理事・監事と評

議員の意見交換会を開催してきて、それなりの効果はあるが、実際の事業運営

に参加できる状況にはない。  

 そのこともあって、28 年度は欠員役員の補充に茨城県の団体代表を理事に

加えたが、役員の選出方法については、明確な定めがないまま現在に至ってい

る。  

 第 12 回通常総会は役員改選期であり、慣例により理事会で役員候補を推薦

したが、総会前の理事会で、「透明性の高い選出方法について、理事と評議員

で構成する「役員選出方法検討委員会 (仮称 )」を設置して、その検討結果を踏

まえて選出方法の規定整備を図ることとし、12 回総会の役員改選提案説明に

そのことを加えて総会の了承を得たものである。  

 

（現状の役員会を踏まえると）  

毎月 1 回開催  

会場は NPO 法人そばネット埼玉事務所（事務所は現役員 22 人が限界）  

 

理事の人数と開催回数の検討  
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